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私の故郷は、海に隣接する美しい都市、大連

です。中国の経済が急速に発展し、有名な日本

企業がどんどん増えてきました。そのような

中、日本語が堪能な人、日本企業に勤務経験が

ある人が急募されていました。それを見て私は

「日本へ行きたい。そこで日本語と技術を学び

たい」と決意を固めました。そのことを母に話

すと「日本へ行きたいのなら、一番大事なのは

言葉の問題。毎日、日本人と接する時に言葉が

通じなくては、お互いにコミュニケーションが

取れないと不便だよ。生活習慣も違うし心配だ

けれど、勉強して日本語が話せるようになった

ら日本へ行ってもいいよ」と言ってくれました。

母と約束した通りに、仕事を終えると毎日、日

本語教室で勉強を始めたのです。日本への関心

が意識へと変わると、テレビや新聞の海外

ニュースによる日本の社会環境や文化、生活習

慣がどんどん頭の中へ入り込んできました。

2006年4月に希望が叶い、日本へやって

くることができました。大連を出発して、初め

て日本の地に足を踏み入れたときは、日本はと

ても環境が良く、きれいな国だと感じました。

中国と日本、両国には確かにある程度の違いが

あることに気が付きました。物価と科学技術、

他にも生活の細かな所でも違いがあります。日

本も車が多いですが、クラクションの音があま

り聞こえません。人々は交通規則を遵守してい

ます。ゴミも分別し、決まった日に指定された

場所に捨てます。私はこのような社会秩序や公

衆衛生に対処する日本人の生活態度は、よく勉

強しておく必要があると強く感じました。周り

の親切な方々の心配りのおかげで、異国で住む

という意識が段々薄れて、日本の美しい環境や

暮らし方が好きになりました。

私が現在実習しているのは、めっきされたＩ

Ｃ製品の検査工程の作業です。一年前、会社に

来た当初に受けた教育で、「ＩＣ製品は皆さん

の生活にとっても密接に関係があり、自動車や

家電製品など様々な品物に使用されています。

会社にとって製品の品質はとても重要です。不

良品は不利益になるばかりでなく信用も失いま

す」これは、作業者の製品に対する意識の高さ

だと思います。

心の底から願っていた長年の夢が叶いまし

た。日来に来るときは、企業の技術や生産の管

理方法をよく身につけようと思っていましたの

で、今良いチャンスを掴んで、自分の目で見た

こと、耳で聞いたこと、手で感じたことが自分

のものになるように頑張りたいと思います。今

年の2月、電気めっき2級の技能検定試験に合

格しました。このことも私の自信に繋がると

思っています。2年後、美しい故郷へ帰り、中

国にある日本企業に勤め、管理者として3年間

日本で積み重ねた経験を発揮すること、これが

私の新しい夢です。
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